
 
 
 

記者配布資料                   平成 21年５月26日 

大阪経済記者クラブ会員各位 
 
 
「大阪・神戸商工会議所による新型インフルエンザの風評被害防止等に関する 

  日本商工会議所への協力要請」について 

 
 
 
 

 

 
 
 

 

 

  
 新型インフルエンザの発生以降、大阪、神戸など関西地域は、域外からの来訪者が減少し

ております。 
 こうした状況を踏まえ、本日、大阪商工会議所（会頭：野村明雄）及び神戸商工会議所（会

頭：水越浩士）では、新型インフルエンザの風評被害防止等に関する情報発信などについて、

日本商工会議所（会頭：岡村正）に対し、別紙の通り協力要請を行いましたので、お知らせ

申し上げます。 
 
 

以 上 
 
 
 

 

 

＜添付資料＞ 日本商工会議所に対する要請文 

 

【問合先】 
大阪商工会議所 経済産業部（近藤・伊藤） 

Tel：０６－６９４４－６３０４ 



平成 21 年 5 月 26 日 

日本商工会議所 

 会頭 岡 村  正 様 

 

大阪商工会議所 

会 頭  野 村 明 雄 

神戸商工会議所 

会 頭  水 越 浩 士 

 

新型インフルエンザの風評被害防止 

に向けた情報発信等について（お願い） 
 

 5 月 16 日、神戸市内で国内初の新型インフルエンザ感染者が確認されて以降、

関係者を挙げた懸命な防止対策が実施されていますが、感染は兵庫県はもとよ

り大阪府、京都府等へと拡大しています。 

 しかしながら、今回の新型インフルエンザは、感染力は強いものの、感染し

ても比較的軽症で済む弱毒性であることや、タミフル等の抗薬が有効であるこ

となどが明らかになっています。 

こうした中、国においても、5 月 22 日に、新型インフルエンザが弱毒性であ

ることを踏まえた新たな「基本的対処方針」を決定しました。 

 このような状況にも拘らず、感染者が確認された神戸、大阪など関西各都市

においては、感染地としての印象が植え付けられ、域外からの来訪者が減少し、

観光産業などに大きなダメージを受け続けています。 

 ついては、日本商工会議所におかれましては、現下の関西経済の厳しい状況

をご理解頂き、下記事項に取り組まれるようお願い致します。 

 

記 

 

１．企業の関西への出張自粛解除等について 

   新型インフルエンザの風評被害防止に向けて、各地商工会議所の会員企

業、従業員に対し、関西への出張・訪問自粛を解除するよう働きかけられ

たい。 

 

２．関西での会合・視察会等の開催について 

   関西各都市の賑わい回復を支援するため、日本商工会議所の主催事業を

関西で開催するとともに、各地商工会議所に対しても、関西での会合や視

察会等の開催を呼びかけられたい 

以 上 
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